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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、17c半ば～18cにヨーロッパで大流行し、近年の中国上海や広州の水
を活かした空間計画においても顕著にみられる「中国的」様式、シノワズリへの嗜好に着目して、その概念と認
識について地域アイデンティティという文脈から考察した。まずは、学術論文、学術図書をもとに、学術用語と
しての「本来」の意味での概念と認識を把握した。つぎに、観光ガイドブックにより、「創出」された意味での
概念と認識を把握した。そのうえで、地域アイデンティティという文脈から両者の比較考察をした。さらに、香
港、マカオも対象として、「香港らしさ」「マカオらしさ」という観点もふまえた考察をした。

研究成果の概要（英文）：Chinoiserie refers to trends in Chinese art that swept through Europe in the
 mid-to-late 17th and 18th centuries. And recently, we can frequently see the spatial planning 
utilized water environment in Shanghai or Guangzhou, China. The purpose of this study is to consider
 the notion and awareness of Chinoiserie from the context of local identity. Firstly, we examined 
the notion and awareness of Chinoiserie, in its classic sense, as used in modern Japanese academic 
discourse. Secondly, we also examined the notion and awareness of Chinoiserie, in its reinvented 
sense, from guidebooks on China. And then, we compared the results of the two analyses. Finally, we 
focus on Hong Kong and Macau, and consider the notion and awareness of Chinoiserie there, including 
the viewpoint of "Hong Kong touch" and "Macau touch".

研究分野： 建築人類学

キーワード： 中国趣味　概念　認識　形容詞　空間表象　文化表象　香港　マカオ
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
シノワズリ（chinoiserie）とは、17 世紀

半ば～18 世紀にヨーロッパで大流行した中
国趣味のことをさす。それは「ヨーロッパ人
が抱いた理想的帝国『キャセイ』の伝説に基
づく中国幻想の表現」注 1)、「輸入された産物
からの衝撃や噂話に基づくヨーロッパ人の
東洋観の表明」注 2)のことであり、近世の「ヨ
ーロッパ内的な現象」注 3)と捉えられている。
ところが近年、「シノワズリに十分な商品価
値が見いだされ、それに積極的な演出が施さ
れ」注 4)て、シノワズリの「現代的」アレンジ、
つまりヨーロッパの「中国的」様式の再アレ
ンジが東アジアにおいてみられるようにな
った。時間軸・空間軸を超えた、いわば二重
の意味で逆輸入されたシノワズリのデザイ
ンの流行がみられるようになったのである。
これらは、近年の中国上海や広州の水を活か
した空間計画においても顕著にみられる。 
 
２．研究の目的 
これらはまた、近年とくに日本で販売され

ている中国の観光ガイドブックのなかでも、
とりわけ上海や広州を対象としたもので、
「シノワズリな時間が流れる」注 5)、「シノワ
ズリ雑貨に夢中」「フレンチシノワを感じる
洒脱なインテリア雑貨」「シノワでかわいい
お店」「シノかわ」注 6)などの表現とともに散
見される。香港・マカオにおいても同様の動
きみられるが、香港・マカオでは、両地域の
複雑な歴史に関連した地域アイデンティテ
ィも背後に見え隠れしている。 
本研究の目的は、このようなシノワズリの

現代日本における学術用語としての「本来」
の意味での概念と認識、および「創出」され
た意味での概念と認識について、文献をもと
に読んでゆくことにある。そして、両者の比
較考察をおこない、さらにはこのような視点
から、香港・マカオにおける現況についても
整理をおこなう。 
 

３．研究の方法 
そのために、まずは、シノワズリに関する

文献（学術論文、学術図書）を収集し、シノ
ワズリの概念に関する記述を抽出・整理して、
学術用語としての「本来」の意味での概念と
認識について考察する。つづいて、観光ガイ
ドブックを選出し、そこからシノワズリをめ
ぐる記述を抽出・整理して、「創出」された
意味での概念と認識について考察する。その
うえで、両者の比較考察をおこなう。さらに
は、このような視点から、香港・マカオのシ
ノワズリをめぐる現況についても、現地調査
をもとにした解釈をおこなってゆく。 
 
４．研究成果 
（１）学術用語としてのシノワズリの 

概念と認識：「本来」の意味 
ここでは、シノワズリが現代日本において

どのように捉えられているのか、その概念と
構成要素について文献をもとに読んでいっ
た。まずは、シノワズリに関する文献を収集
し、シノワズリの概念に関する記述を抽出・
整理した。つぎに、それらを集計し、シノワ
ズリの概念について分析した。さらに、抽出
した記述をもとに、その構成要素のつながり
についても分析をおこなった。 
① シノワズリの概念に関する記述の 

抽出と整理 
国立情報学研究所の学術情報データベー

ス CiNii において、「シノワズリ」というキ
ーワードで検索をおこなった。「論文検索」
では 21 本、「全文検索」では 81 本がヒット
した（2014.11.17 現在）。「論文検索」より出
てきた論文 21本のうちの 18本と「全文検索」
での論文 81 本のうちの 16 本を選出して注 7)、
それらの本文から「シノワズリ」がふくまれ
た文、その前後の文、シノワズリをうけた指
示詞の文を抽出した。 
結果、計 247 の文が抽出でき、抽出した文

で書かれている「時代」（～17c 前半、17c後
半、18c 前半、18c 後半、19c～）、「国・地域」



（イギリス、フランス、ドイツ、イタリア、
デンマーク、スウェーデン、オランダ、日本、
中国、西洋）、「対象」（建築、家具・インテ
リア、庭園、陶磁器、絵画、織物、衣裳、美
術様式全般）について整理をして一覧表を作
成した（表１）。 
② シノワズリの概念とその構成要素 
 一覧表をもとに、時代、国・地域、対象の
それぞれの項目を単純集計した。その結果、
以下の傾向が読みとれた。時代については、
17c が黎明期、18c に大流行し、とくに 18c
後半が最盛期、その後は下火になっていった。
国・地域では、西洋全体に関するものがもっ
とも多くみられ（41.2%）、国別ではイギリス
（31.9%）、フランス（14.7%）、ドイツ（5.5%）
という順であった。対象では、家具・インテ
リア（26.2%）がもっとも多く、つづいて美
術様式全般（19.2%）、陶磁器（19.2%）、建築
（15.3%）、庭園（8.6%）という順であった。 
また、時代、国・地域、対象のそれぞれの

クロス集計もおこなった。その結果からは、
以下のことが読みとれた。フランスでは早く
から流行し（17c前半～）、イギリスでは 18c
（とくに 18c後半）を中心に大流行した。家
具・インテリアは、各国・各地域で広くみら
れた。とくにイギリスで多く（38.6%）、イギ
リスでは陶磁器（22.9%）、庭園（21.4%）も
多かった。いっぽう、西洋全体では美術様式
全般がもっとも多かった（51.1%）。家具・イ
ンテリア、陶磁器の流行は早くからみられ、
建築、庭園は遅れて流行した（18c 後半以降
のものが、建築では 16/25、庭園では 12/19）。 
抽出した 247の文に対して、テキストマイ

ニングにより構成要素のつながりを分析注 8)

した。結果（図１の小さな文字の部分）、家
具インテリアを中心として、建築、美術、織
物を核に広がりをみせた。建築はイギリスと
のつながりが強く、イギリスはさらに家具や
庭園、風景などとのつながりもみられた。美
術からは日本やジャポニズムとのつながり、
織物からはフランス、インド、アジアとのつ
ながりもうかがえた。 
 
（２）観光ガイドブックにみるシノワズリの 

概念と認識：「創出」された意味 
 （１）では、学術用語としての「本来」の
意味でのシノワズリの概念と認識について
分析した。これに対し、ここでは現代日本の
観光ガイドブックでみられる「シノワズリ」
をめぐる表現注 9)から、「創出」された意味で
のシノワズリの概念と認識について分析し
た。まずは、対象文献（観光ガイドブック）
を選出し、そこからシノワズリをめぐる記述
とそれと親和性のある形容詞や写真を抽
出・整理して、一覧表を作成した。つぎに、
一覧表をもとに、シノワズリの概念について
分析した。また、その記述と親和性のある形
容詞や写真から、シノワズリに対する認識に
ついても分析した。さらに、これらの結果を
考慮しつつ、ここ 5年のシノワズリの概念・

認識の変化についても考察した。 
① 対象文献の選出と記述の抽出・整理、 

一覧表の作成 
ネット書店の売上ランキング上位 3 社

（Amazon、楽天ブックス、セブンネット）そ
れぞれで「上海（広州）×ガイドブック、観
光、ガイド」をキーワードに検索し、対象文
献を選出した注 10)。上海では計 21 種 37 冊、
広州では計 2種 4冊の計 23種 41冊が選出で
きた。うち最新版以外はすべて絶版になって
いたため、各種の最新版（上海 15冊、広州 2
冊）に、5 年前に出版されたガイドブック 1
冊をくわえ注 11)、対象文献 18 冊を選出した。 
これらを対象に、シノワズリという語があ

る記述（語、句、一文）を抽出し、その記述
に関するテーマ、エリア、対象、一緒に掲載
されている写真、同ページにみられる形容詞
も抽出した。結果、上海のガイドブック計 9
冊から計 98 の記述が抽出できた。これらを
整理して、表１同様の一覧表を作成した。 
② シノワズリの概念と認識 
この一覧表をもとに、シノワズリの概念に

ついて集計・分析をした。対象では雑貨
（87.5％）が圧倒的に多く、写真でも雑貨
（55.6％）と家具・インテリア（24.0％）が
多かった。これらに関連して、テーマでは、
買う（60.2％）が多かった。エリアでは、旧
フランス租界（76.9％）がもっとも多く、つ
いで外灘（13.8％）が多かった。なお、ここ
での旧フランス租界には、エリアで抽出でき
た新天地、衡山路、田子坊、淮海、東平路も
ふくまれる。 
 また、形容詞をもとにシノワズリに対する
認識についても分析した。記述のなかには、
「シノかわ」や「モダンなシノワアイテム」
など、シノワズリという語に形容詞がつく場
合もある。これらの形容詞を抽出して、シノ
ワズリという語がある記述、記述がある一ま
とまりの文章、記述がある見開き 2 ページの
見出しからも形容詞を抽出した。結果、計 122
の形容詞が抽出でき、それらをレトロ、モダ
ン、かわいい、ビビット、おしゃれ、その他
の 6つに分類した。これらのなかでは、レト
ロ（24.6％）、モダン（23.0％）、かわいい
（22.1％）に関する形容詞が多くみられた。 
③ シノワズリの概念・認識の変化： 

『るるぶ上海』2010年版と 2014年版 
の比較 

 上記の一覧表と同様に『るるぶ上海』2010
年版注 12)と 2014 年版注 13)から抽出した結果を
比較すると、形容詞の数は 35（2010 年版）
から 23（2014 年版）に減っている。しかし
ながら、形容詞とともにある写真の種類は、
レトロが 2 種から 3 種、モダンが 1 種から 2
種、かわいいでは 2種から 4種に増えており、
シノワズリの概念・認識が多様になったこと
がうかがえる。また、ページ数は 9 から 6、
記述数は 14 から 11 に減っているが、1 ペー
ジあたりの記述数は平均 1.56 から平均 1.83
と増加している。これは、シノワズリが特集



などに組まれて、関連した記述が集められた
ためと考えられる。テーマでは、2010 年版が
観光（7）、買う（7）であったのに対し、2014
年版では観光（1）、買う（5）、食べる（5）
となっており、雑貨に集中して使われていた
シノワズリという表現が、レストランの家
具・インテリアなどが創り出す空間やその雰
囲気に対しても使われるようになったこと
がうかがえる。 
 
（３）比較考察：シノワズリの概念と 

構成要素にみる共通点と相違点 
学術用語としてのシノワズリの概念の構

成要素（（１））と、「創出」された意味での
シノワズリの概念の構成要素（（２））を比較
した。その結果、現在日本における観光とい
う文脈においては、以下のような変化がみら
れた（図１）。 
もっとも多かった対象は、陶磁器（19.3％）

から雑貨（87.0％）へと大幅に増加し、また
建築（15.3％）、家具・インテリア（26.2％）、
庭園（8.6％）の計 50.1％は 9.0％（建築の
み）へと大きく減少した。形容詞については、
ロココ、装飾的なものからレトロ、モダン・
シンプルなものへと変化した。そのいっぽう
で、エリアについては、旧イギリス租界から
旧共同租界になった外灘と旧フランス租界
（含 新天地、衡山路、田子坊、淮海、東平
路）で多かったことは、西洋全体、イギリス、
フランスで多いという（２）の結果に相通ず
るものであった。 
 
（４）香港・マカオのシノワズリをめぐる 

現況 
 （３）で明らかにした「本来」の意味での
シノワズリから「創出」された意味でのシノ
ワズリへの変化をふまえて、後者をとくに
「シノワズリ的」と表現することにする。「２．
研究目的」で述べたように、シノワズリとは
近世の「ヨーロッパ内的な現象」注 3)である。
いっぽうの「シノワズリ的」なるものとは、
日本をはじめとする東アジアにおいて近年、
とくにみられるようになったシノワズリの
「現代的」アレンジ、つまりヨーロッパの「中
国的」様式の再アレンジのことであり、いわ
ば二重の意味で逆輸入されたシノワズリの

デザインのことである。すなわち、近世の「ヨ
ーロッパ内的な現象」に対して、現代の「中
国内的な現象」と捉えることができる注 14)。
そのため、この現代の「中国内的な現象」と
しての「シノワズリ的」なるものについては、
上海、広州では、これまでみてきたような対
象において「ヨーロッパ的」な視点と「中国
的」な視点の双方を分析概念とした整理がで
きる。これに対し、同様に近代以降、異文化
との接触がさかんで、現在特別行政区になっ
ている香港・マカオでも各種各様の「シノワ
ズリ的」なるものがみられるが、すこし事情
がことなる。香港・マカオについては、これ
らにくわえ、歴史的背景から生じた両地域の
複雑な地域アイデンティティとも相通じる
「イギリス的」なるもの、「ポルトガル的」
なるもの、そしてそれらによって創出された
「香港らしさ」、「マカオらしさ」という観点
もふまえた整理をしなければならない。 
 
（５）まとめと展望 
 以上のように、本研究では、近年の中国に
おいてみられる時間軸と空間軸を超えた「シ
ノワズリの二重の意味での逆輸入」に着目し
た。そして、現代日本におけるシノワズリの
学術用語としての「本来」の意味での概念と
認識、および「創出」された意味としての概
念と認識について、文献をもとに読んでいっ
た。そのうえで、両者の概念と構成要素に関
して、比較考察をおこなった。さらに、香港・
マカオのシノワズリをめぐる現況について
も、現地調査をもとにした解釈をおこなった。 
日本で散見されるようになったシノワズ

リという語も中国に逆輸入されたのか、中国
においても＜中国趣味＞という、これまでは
使用されてこなかった語が近年みられるよ
うになった注 15)。また、近世ヨーロッパにお
けるシノワズリの流行と同様に、「シノワズ
リの二重の意味での逆輸入」がなされている
現代中国においても今後、建築や庭園を対象
としたシノワズリのデザインが遅れて流行
しそうな気運がうかがえる（写真１）。 

このような現状をかんがみれば、本研究の
成果および成果をもとにした整理の仕方は、
そのときの空間計画に際する基礎的資料に

写真１ 上海郊外でみられる水を活かした 

「シノワズリ的」な空間デザイン 

雑貨
対象

建築

外灘（英租界→共同租界）

旧仏租界

地域
エリア

旧法国租界

洛可可式

怀古,摩登･简单
レトロ,

モダン・シンプル

形容詞

啰啰唆唆

朴素

図１ 学術論文・図書と観光ガイドブック 

におけるシノワズリの概念・認識 



なり得ると期待できる。また、「シノワズリ
的」なるものの背後に、歴史的背景によって
生成された複雑な地域アイデンティティが
垣間見られる香港・マカオにおいても、本研
究の視点と方法の応用が期待できる。 
 
＜注＞ 
注 1) 文献 1) p.1, pp.7-8より引用。ただし、

ここでの日本語訳の表現は文献 3) 
p.60より引用。 

注 2) 文献 2) pp.9-10 より引用。ただし、こ
こでの日本語訳の表現は文献 3) p.60
より引用。 

注 3) 文献 3) p.60 より引用。 
注 4) 文献 4) p.22 より引用。なお、同文献

の同ページでは、「上海では 1990 年代
以降」にこのような動きがみられるよ
うになったとも書かれている。 

注 5) 文献 5) p.7より引用。 
注 6) 文献 6) pp.76-79より引用。 
注 7) タイトルもしくはアブストラクトに、

以下の用語がふくまれていることを基
準に選出した：シノワズリ、中国趣味、
支那趣味、東洋趣味、ロココ趣味、中
国観、空間、建築、庭園、ガーデニン
グ、家具、インテリア。 

注 8) Excel のアドインソフト「トレンドサ
ーチ」（㈱富士通ソフトウェア生産技術
研究所）をもちいて分析した。 

注 9) ここでいう「表現」とは、後述するよ
うに、「シノワズリ」という語がある記
述（語、句、一文）、およびそれらとい
っしょに掲載されている写真をまとめ
てさすものとする。 

注 10) 2010年以降で、書名に「上海（広州）」
とつくものにしぼった。ただし、「水泳」
「会話」などがつくものと Kindle版は
除いた。 

注 11) 文献 12)をくわえた。 
注 12) 文献 12)を参照。 
注 13) 文献 13)を参照。 
注 14) シノワズリという表現が散見される

現代日本に視点を移せば、「中国内的な
現象」に対する「東アジア内的な現象」
と広げた解釈もできよう。 

注 15) たとえば、文献 15)を参照。 
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